
畜
産
総
合
情
報
サ
イ
ト

　
　「Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ネ
ッ
ト
」刷
新（
畜
産
生
産
部
）

山形県産「啓翁桜」を世界へ  2カ国語の動画で魅力ＰＲ
（山形県本部）

ＪＡズームイン（広島:ＪＡ福山市）

3月18～31日 
「華やかな、春のはじまり。苺フェア」
開催（フードマーケット事業部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　西のおいしさこだわりマルシェ
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Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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被災地の「あの時」と「今」（2～5面）

東日本大震災から10年
被災地の「これまで」「今」「未来」
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え
て
い
け
る
こ
と
を
私
た
ち
に
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
こ
の
10

年
の
あ
ゆ
み
こ
そ
が
、
日
本
、
そ
し

て
J
A
グ
ル
ー
プ
の
、
未
来
へ
の
希

望
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
は
、
震
災
を
決
し
て
風
化

さ
せ
ず
、
復
旧
・
復
興
か
ら
得
た

教
訓
や
知
見
を
、
世
代
を
超
え
て

伝
え
続
け
る
と
と
も
に
、
農
業
の

発
展
と
地
域
の
活
性
化
を
通
じ
被

災
地
の
復
興
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。
関
係
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
東
北
地
方
を
中
心
に
未
曾
有
の

被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
尊
い
命

と
平
穏
な
暮
ら
し
を
奪
っ
た
東
日
本

大
震
災
の
発
生
か
ら
10
年
の
年
月

が
流
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
被
災
地
の
Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
自
ら
も
甚
大
な
被

害
を
受
け
な
が
ら
も
、
想
像
を
絶

す
る
状
況
に
あ
る
組
合
員
に
寄
り

添
い
、
物
心
両
面
で
支
え
、
復
旧
・

復
興
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。

　
そ
し
て
、
全
国
の
系
統
組
織
な

ど
か
ら
の
多
く
の
ご
支
援
は
、
ど
ん

な
困
難
で
あ
ろ
う
と
、「一
人
は
万

人
の
た
め
に
、万
人
は一人
の
た
め
に
」

と
い
う
協
同
組
合
の
基
本
理
念
を

胸
に
、
勇
気
と
絆
を
も
っ
て
乗
り
越

全
農
経
営
管
理
委
員
会 

会
長

菅
野
幸
雄

農
業
の
発
展
と
地
域
の

　
　
　活
性
化
を
通
じ
被
災
地
の
復
興
に
全
力

10年前の「あの時」  全国のＪＡグループが
被災地で支援活動

宮城県の被災したＪＡの倉庫ではい積みの作
業をする全農グループ職員（2011年4月）

水田に打ち上げられた大木を取り除くＪＡグルー
プ岐阜の職員（2011年5月、岩手県で）

津波で水没した事業所で作業をするＪＡ長野県
グループの職員（2011年5月、岩手県で）

キュウリが植えられていたハウスに入り込んだヘ
ドロを撤去するＪＡグループ石川の職員（2011
年5月、宮城県で）

がれきの中に埋もれた書類を取り除く富山県
JAグループ職員（2011年5月、岩手県で）

　2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
で
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
未
曽
有

の
大
災
害
で
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
を
中
心
に
東
日
本
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
が
、
被
災

地
で
は
地
域
農
業
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
営
農
の
再
開
も
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
10
年
と
今
、
そ
し
て
未
来
へ
の
思
い
を
伝
え
ま
す
。

全農の永田正利会長（右、当時）は2011年3月
30日、東日本大震災の被災地を訪問しました。津
波に襲われ、がれきの山と化した仙台市郊外の
稲作地帯を視察した永田会長は、早期の復旧に
向けできる限りの支援をすることを表明しました

東
日
本
大
震
災
か
ら
　
年 

被
災
地
の「
こ
れ
ま
で
」「今
」「未
来
」
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宮城県山元町

や
ま
も
と
フ
ァ
ー
ム
み
ら
い
野

全
国
有
数
の
園
芸
経
営
法
人

　
宮
城
県
沿
岸
部
の
山
元
町
は
津
波
で

1
5
0
0
㌶
の
農
地
が
冠
水
し
ま
し
た
。

津
波
被
害
の
農
地
を
引
き
受
け
、
2
0

1
5
年
に
被
災
農
家
、Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
、

全
農
な
ど
の
出
資
で「
や
ま
も
と
フ
ァ
ー
ム

み
ら
い
野
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
北
8
㌔
に
広
が
る
農
地
は
、
津
波

で
流
さ
れ
た
が
れ
き
や
鉄
く
ず
が
出
て
く

る
こ
と
が
あ
り
、
水
は
け
も
ば
ら
ば
ら
。

土
を
入
れ
替
え
る
な
ど
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
農
地
は

1
1
0
㌶
で
、
露
地
で
ネ
ギ
や
サ
ツ
マ
イ

モ
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
、
施
設
で
ト
マ
ト
と

イ
チ
ゴ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
園
芸
経
営

の
法
人
と
し
て
は
全
国
有
数
の
規
模
で
、

農
地
管
理
シ
ス
テ
ム「
Ｚ
-Ｇ
Ｉ
Ｓ
」を
活

用
し
、
効
率
的
な
営
農
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　
社
長
の
島
田
孝
雄
さ
ん
は「
地
域
に
育

て
て
も
ら
っ
た
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
」

と
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

地
域
に
根
差
し
た
事
業
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
直
売
所
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
海
外
輸
出

な
ど
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を
増
や
し
経
営
の
安

定
化
を
図
り
な
が
ら
、
新
規
就
農
者
の

受
け
入
れ
な
ど
地
域
の
担
い
手
育
成
に
も

戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
日
の
作
業
内
容
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
る
島
田
社
長（
右
）

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
内
で
作
業
に
励
む

従
業
員

サ
ツ
マ
イ
モ
の
出
荷
作
業

被
災
農
家
、Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
、
全
農
な
ど
が
出
資

岩手県田野畑村

佐
々
木
農
場

県
沿
岸
部
で
年
間
１
億
円
目
標
に

　
津
波
で
農
地
流
失
な
ど
の
被
害
を
受

け
た
田
野
畑
村
。
停
電
や
断
水
が
発
生

し
生
活
が
困
難
な
中
、
J
A
新
い
わ
て
の

職
員
が「
農
業
を
続
け
よ
う
」と
農
家
を

励
ま
し
、
農
家
は「
食
料
を
供
給
し
続
け

る
こ
と
が
産
地
の
役
割
だ
」と
い
う
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。「
佐
々
木
農
場
」の

佐
々
木
剛
さ
ん
の
父
も
そ
の
１
人
で
、
今

は
佐
々
木
さ
ん
が
父
の
思
い
を
引
き
継

ぎ
、
従
業
員
と
30
㌶
の
畑
を
耕
作
し
て
い

ま
す
。

　
佐
々
木
さ
ん
が
後
継
者
と
し
て
就
農
し

た
20
年
ほ
ど
前
は
家
族
経
営
で
面
積
は

5
㌶
ほ
ど
で
し
た
が
徐
々
に
面
積
を
拡
大

し
、
2
0
1
8
年
に
法
人
化
。
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
5
品
目

を
組
み
合
わ
せ
、
1
年
を
通
じ
て
露
地

野
菜
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
佐
々
木
さ
ん

は
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
や
県
内
の
先
進
農
家
ら

か
ら
情
報
を
収
集
し
、
経
営
強
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
J
A
新
い
わ
て
や
岩
手
県

本
部
は
栽
培
や
機
械
導
入
、
経
営
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
労
働
力
確
保
の
面
で
佐
々
木

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
。
同
J
A
宮
古
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
米
穀
園
芸
課
の
平
坂
博
喜
課

長
補
佐
は「
産
地
と
し
て
新
し
い
こ
と
に

取
り
組
む
と
き
に
は
、
佐
々
木
さ
ん
に
ま

ず
声
を
掛
け
る
」と
信
頼
を
寄
せ
ま
す
。

　
佐
々
木
さ
ん
の
今
後
の
目
標
は「
県
沿

岸
部
で
初
の
年
間
売
上
高
1
億
円
」。
そ

の
た
め
に
は
適
期
の
農
作
業
を
着
実
に
こ

な
し
、
収
穫
量
の
高
位
安
定
化
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

根
ミ
ツ
バ
の
品
質
を
確
認
す
る
佐
々
木
さ
ん

（
左
）と
平
坂
課
長
補
佐

父
の
思
い
引
き
継
ぎ
法
人
化

産地復興へあゆみ続ける
　　　　被災した各地の取り組み
産地復興へあゆみ続ける
　　　　被災した各地の取り組み
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来
を
見
据
え
た
創
造
的
復
興
が
実

現
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　
4
年
後
、
安
倍
総
理
が
当
J
A

を
訪
れ
た
時
、「
こ
の
J
A
の
若
手

生
産
者
の
頑
張
り
に
は
驚
い
た
」
と

言
っ
て
く
れ
た
。あ
の
日
か
ら
10
年
。

あ
ら
た
め
て
、
こ
の
若
者
ら
に
感

謝
し
た
い
。

　
あ
の
日
、
立
ち
続
け
て
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
激
震
が
3
分
以
上

続
い
た
。
防
災
無
線
か
ら「
至
急
、

避
難
せ
よ
！
」の
指
示
、
1
時
間

後
15
㍍
強
の
大
津
波
が
町
全
域
を

襲
っ
た
。
小
雪
が
降
り
し
き
る
中
、

夜
中
ま
で
サ
イ
レ
ン
だ
け
が
鳴
り
響

き
、
余
震
の
恐
怖
に
震
え
な
が
ら

車
座
で一
夜
を
過
ご
し
た
避
難
所
か

ら
見
え
た
気
仙
沼
市
の
夜
空
は
、

真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い
た
。

　
翌
朝
、
私
は
が
れ
き
を
か
き
分

け
本
店
が
あ
る
南
三
陸
町
志
津
川

を
目
指
し
た
。
周
辺
の
異
様
な
景

色
を
目
の
当
た
り
に
し
茫
然
自
失
。

建
物
は
全
て
流
失
し
立
ち
す
く
む

こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
ま
さ
に

地
獄
絵
図
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
私
は
Ｊ
Ａ
南
三
陸（
現
：

J
A
新
み
や
ぎ
南
三
陸
地
区
本

部
）組
合
長
。
事
務
所
も
電
気
も

書
類
も
な
い
。
多
く
の
職
員
が
被

災
し
連
絡
も
取
れ
な
い
。
不
十
分

な
体
制
の
下
で
も
災
害
対
策
本
部

の
指
揮
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
連
日
、
緊
急
車
両
へ
の
給
油

支
援
、
避
難
所
へ
の
食
料
提
供
、

被
災
家
畜
へ
の
飼
料
配
送
な
ど
に

追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
た
。

　
発
災
日
、
気
仙
沼
市
の
避
難
所

で
若
手
イ
チ
ゴ
生
産
者
に
出
会
っ

た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
に

も
関
わ
ら
ず「
も
う
一
度
、
農
業
に

リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
！ 

イ
チ
ゴ
産
地
づ

く
り
を
諦
め
た
く
な
い
！
」
と
い
う

言
葉
に
驚
嘆
。
こ
の
言
葉
が
私
に

勇
気
と
奮
起
さ
せ
る
原
動
力
を
与

え
て
く
れ
た
。
い
ま
で
は
こ
の
イ
チ

ゴ
生
産
者
を
は
じ
め
、
水
稲
、
菊
、

小
松
菜
な
ど
若
手
農
業
者
が
中
心

と
な
り
先
進
的
な「
南
三
陸
型
農

業
」の
復
興
を
牽
引
し
て
い
る
。
将

ぼ
う
ぜ
ん

若
手
農
業
者
の
言
葉
が
勇
気
と
奮
起
の
原
動
力

全
農
経
営
管
理
委
員
会

副
会
長

高
橋
正

け
ん
い
ん

安
倍
晋
三
総
理
に
復
興
状
況
を
説
明
す
る
高
橋

組
合
長（
当
時
、
左
）2
0
1
5
年

2011年入会職員 10年を振り返る 　東日本大震災が起きた2011年に入会した全農職員に復興を体
験した10年間を振り返り、それぞれの思いを語ってもらいました。

　米穀課に配属され受け渡し業務を担
当しました。地震で米倉庫のはい崩れが
起こり、全国の皆さんに直していただい
たこと今でも感謝の念に堪えません。その
年の秋からは放射能問題で、検査済み
の安全なおいしいお米でも消費者や実需
者の方の安心にならないもどかしさを感じ
ましたが、その後理解いただき、応援し
ていただく声が増えいったことを覚えてい
ます。今は精米販売担当として、多くの
人に「うまさにいちず」なみやぎ米を届け
たいと思っています。

宮城県本部

応援してくれる
消費者が励み
株式会社パールライス宮城
営業部業務課（出向）

白井克幸さん
しらい　よしゆき

　園芸センターに配属され、果実の出荷
などを担当しました。当時は消費者から「本
当に食べられるのか？」との問い合わせもあ
りました。消費地販売部（東京）では消費
者の不安や風評を実感しましたが、安全
性を伝え理解してもらえるよう努めました。
徐 に々販売先が増えているので、やってき
た甲斐があったなと感じています。震災前
の生産量には戻っていませんが、今は園
芸資材を担当しているので、販売、資材
両面から提案し、園芸振興につなげたい
と思います。

福島県本部

　純情米販売課に配属さ
れ受け渡し業務を担当しました。地震で
ラック倉庫のフレコンも落下して大破。状
況を説明し、フレコンの糸くずが混入した
状態で販売しました。大阪駐在時は店頭
販売で「放射能は大丈夫なのか」と聞く人
もいましたが、復興支援と聞いて来店され
た方もいて、応援していただいていることを
感じました。今では風評被害も落ち着いた
と思います。岩手は米、園芸、畜産を複
合的に経営する農家も多いので、もっと視
野を広げて、農家の力になれるよう頑張っ
ていきたい。

岩手県本部

復興支援、消費者の
応援実感

安全性伝え
消費者理解に尽力
園芸部園芸資材課

大竹史孝さん
おおたけ ふみたか藤原靖史さん

ふじわら やすふみ

米穀部米穀販売課

　
東
北
6
県
本
部
が
県
域
の
垣
根
を
越

え
て
、
産
地
間
連
携
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

推
進
な
ど
単
県
で
は
で
き
な
い
取
り
組
み

を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
2
0
1
5

（
平
成
27
）年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
全

農
東
北
6
県
本
部
の
若
手
職
員
で
構
成

し
、
地
元
企
業
と
連
携
し
て
東
北
産
品

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
品
開
発
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
設
立
6
年
目
と
な
る
2
0
2
0（
令

和
2
）年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
も
、
花
き
生
産
者
応
援
に
向
け

た「
東
北
六
花
」の
販
売
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

全
農
東
北
6
県
本
部
の
若
手
職
員
で
構
成

全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

県
域
越
え
商
品
開
発
、
情
報
発
信

ン
デ
ィ
ン
グ
開
設
、
日
本
酒
消
費
拡
大
に

向
け
た
I
n
s
t
a
g
r
a
m
か
ら
の
情
報

発
信
、
日
比
谷
花
壇
と
連
携
し
た「
東

北
の
お
花
を
飾
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
展

開
、
仙
台
ス
イ
ー
ツ
&
カ
フ
ェ
専
門
学
校

と
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、
み
の
り
み
の
る
マ
ル

シ
ェ（
銀
座
三
越
）へ
の
出
展
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
今
後
も
関
係
部
署
や
地
元
企
業
と
の

連
携
を
深
め
、
基
軸
と
な
る
販
売
・
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
商
品
開
発
を
継
続
し
ま

す
。

み
の
り
み
の
る
マ
ル
シ
ェ（
銀
座
）で

開
い
た「
東
北
６
県
大
収
穫
祭
」

東
北
六
花（
小
）

I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
日
本
酒

を
P
R

福島県楢葉町

ナ
ラ
ハ
プ
ラ
ン
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

大
型
施
設
活
用
し
雇
用
を
創
出

　
津
波
被
害
と
東
京
電
力
福
島
第
1
原

発
事
故
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
楢
葉

町
。
震
災
後
、
廃
業
し
た
企
業
か
ら
町

が
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
プ
ラ
ン
ト
を
譲
り

受
け
て
修
繕
し
、
生
産
者
を
公
募
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
手
を
挙
げ
た
の
が
、
当
時

い
わ
き
市
で
水
耕
ト
マ
ト
を
生
産
し
て
い

た
青
木
浩
一
さ
ん
で
す
。「
元
住
民
に
戻
っ

て
き
て
ほ
し
い
。
農
地
を
守
り
、
活
性
化

さ
せ
た
い
」と
、
大
型
施
設
を
活
用
し
て

雇
用
を
創
出
し
よ
う
と
考
え
、
20
年
に

「
ナ
ラ
ハ
プ
ラ
ン
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」を
設
立

し
ま
し
た
。
法
人
設
立
の
手
続
き
や
生

産
資
材
の
供
給
、
販
路
の
開
拓
な
ど
で
、

J
A
福
島
さ
く
ら
や
福
島
県
本
部
が
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
町
内
だ
け
で
な
く
県
内
沿

岸
部
の
広
い
範
囲
か
ら
14
人
を
雇
用
し
、

ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
1
㌶
で
大
玉
ト
マ
ト
を
2

万
3
0
0
0
本
栽
培
。
周
年
出
荷
の
作

付
け
体
系
を
取
り
入
れ
、
い
わ
き
地
区
の

ト
マ
ト
農
家
で
つ
く
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド「
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
ト
マ
ト
」と
し
て
、
福
島
県
本

部
を
通
じ
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
3
月
に
J
G
A
P
認
証
を
取
得
。
栽

培
体
系
を
見
直
し
、
10
㌃
当
た
り
の
収

量
30
㌧
を
目
指
し
ま
す
。
青
木
社
長
は

「
生
産
を
安
定
さ
せ
、
地
域
農
業
の
復

興
・
復
旧
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」と
、

力
強
く
話
し
ま
す
。

トマトの生育具合を見る青木社長
地域ブランド「サンシャイントマト」の選別をす
る県内沿岸部から雇用した従業員

廃
業
し
た
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
プ
ラ
ン
ト
再
生

産地復興へあゆみ続ける
　　　　被災した各地の取り組み
産地復興へあゆみ続ける
　　　　被災した各地の取り組み
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来
を
見
据
え
た
創
造
的
復
興
が
実

現
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　
4
年
後
、
安
倍
総
理
が
当
J
A

を
訪
れ
た
時
、「
こ
の
J
A
の
若
手

生
産
者
の
頑
張
り
に
は
驚
い
た
」
と

言
っ
て
く
れ
た
。あ
の
日
か
ら
10
年
。

あ
ら
た
め
て
、
こ
の
若
者
ら
に
感

謝
し
た
い
。

　
あ
の
日
、
立
ち
続
け
て
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
激
震
が
3
分
以
上

続
い
た
。
防
災
無
線
か
ら「
至
急
、

避
難
せ
よ
！
」の
指
示
、
1
時
間

後
15
㍍
強
の
大
津
波
が
町
全
域
を

襲
っ
た
。
小
雪
が
降
り
し
き
る
中
、

夜
中
ま
で
サ
イ
レ
ン
だ
け
が
鳴
り
響

き
、
余
震
の
恐
怖
に
震
え
な
が
ら

車
座
で一
夜
を
過
ご
し
た
避
難
所
か

ら
見
え
た
気
仙
沼
市
の
夜
空
は
、

真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い
た
。

　
翌
朝
、
私
は
が
れ
き
を
か
き
分

け
本
店
が
あ
る
南
三
陸
町
志
津
川

を
目
指
し
た
。
周
辺
の
異
様
な
景

色
を
目
の
当
た
り
に
し
茫
然
自
失
。

建
物
は
全
て
流
失
し
立
ち
す
く
む

こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
ま
さ
に

地
獄
絵
図
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
私
は
Ｊ
Ａ
南
三
陸（
現
：

J
A
新
み
や
ぎ
南
三
陸
地
区
本

部
）組
合
長
。
事
務
所
も
電
気
も

書
類
も
な
い
。
多
く
の
職
員
が
被

災
し
連
絡
も
取
れ
な
い
。
不
十
分

な
体
制
の
下
で
も
災
害
対
策
本
部

の
指
揮
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
連
日
、
緊
急
車
両
へ
の
給
油

支
援
、
避
難
所
へ
の
食
料
提
供
、

被
災
家
畜
へ
の
飼
料
配
送
な
ど
に

追
わ
れ
る
日
々
が
続
い
た
。

　
発
災
日
、
気
仙
沼
市
の
避
難
所

で
若
手
イ
チ
ゴ
生
産
者
に
出
会
っ

た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
に

も
関
わ
ら
ず「
も
う
一
度
、
農
業
に

リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
！ 

イ
チ
ゴ
産
地
づ

く
り
を
諦
め
た
く
な
い
！
」
と
い
う

言
葉
に
驚
嘆
。
こ
の
言
葉
が
私
に

勇
気
と
奮
起
さ
せ
る
原
動
力
を
与

え
て
く
れ
た
。
い
ま
で
は
こ
の
イ
チ

ゴ
生
産
者
を
は
じ
め
、
水
稲
、
菊
、

小
松
菜
な
ど
若
手
農
業
者
が
中
心

と
な
り
先
進
的
な「
南
三
陸
型
農

業
」の
復
興
を
牽
引
し
て
い
る
。
将

ぼ
う
ぜ
ん

若
手
農
業
者
の
言
葉
が
勇
気
と
奮
起
の
原
動
力

全
農
経
営
管
理
委
員
会

副
会
長

高
橋
正

け
ん
い
ん

安
倍
晋
三
総
理
に
復
興
状
況
を
説
明
す
る
高
橋

組
合
長（
当
時
、
左
）2
0
1
5
年

2011年入会職員 10年を振り返る 　東日本大震災が起きた2011年に入会した全農職員に復興を体
験した10年間を振り返り、それぞれの思いを語ってもらいました。

　米穀課に配属され受け渡し業務を担
当しました。地震で米倉庫のはい崩れが
起こり、全国の皆さんに直していただい
たこと今でも感謝の念に堪えません。その
年の秋からは放射能問題で、検査済み
の安全なおいしいお米でも消費者や実需
者の方の「安心」にならないもどかしさを
感じましたが、その後理解が広がり、応
援していただく声が増えていったことを覚
えています。今は精米販売担当として、
多くの人に「うまさにいちず」なみやぎ米を
届けたいと思っています。

宮城県本部

応援してくれる
消費者が励み
株式会社パールライス宮城
営業部業務課（出向）

白井克幸さん
しらい　よしゆき

　園芸センターに配属され、果実の出荷
などを担当しました。当時は消費者から「本
当に食べられるのか？」との問い合わせもあ
りました。消費地販売部（東京）では消費
者の不安や風評を実感しましたが、安全
性を伝え理解してもらえるよう努めました。
徐 に々販売先が増えているので、やってき
た甲斐があったなと感じています。震災前
の生産量には戻っていませんが、今は園
芸資材を担当しているので、販売、資材
両面から提案し、園芸振興につなげたい
と思います。

福島県本部

　純情米販売課に配属さ
れ受け渡し業務を担当しました。地震で
ラック倉庫のフレコンも落下して大破。状
況を説明し、フレコンの糸くずが混入した
状態で販売しました。大阪駐在時は店頭
販売で「放射能は大丈夫なのか」と聞く人
もいましたが、復興支援と聞いて来店され
た方もいて、応援していただいていることを
感じました。今では風評被害も落ち着いた
と思います。岩手は米、園芸、畜産を複
合的に経営する農家も多いので、もっと視
野を広げて、農家の力になれるよう頑張っ
ていきたい。

岩手県本部

復興支援、消費者の
応援実感

安全性伝え
消費者理解に尽力
園芸部園芸資材課

大竹史孝さん
おおたけ ふみたか藤原靖史さん

ふじわら やすふみ

米穀部米穀販売課
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山
形
県
本
部
は
今
後
も
J
A

や
関
係
機
関
と
協
力
し
、
生
産

量
日
本
一
の
誇
り
を
も
っ
て
県

産「
啓
翁
桜
」を
P
R
し
て
い
き

ま
す
。

News!

山形県産「啓翁桜」を世界へ ２カ国語の動画で魅力ＰＲ
最大の需要期「春節」に向け出荷に追われる 山形県本部

　
山
形
県
本
部
が
取
り
組
ん
で
い
る
県
産「
啓
翁
桜
」の
海
外
輸
出
が
、

中
華
圏
の
旧
正
月「
春
節
」を
迎
え
る
2
月
上
旬
に
最
盛
期
を
迎
え
ま

し
た
。今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
海
外
で
の
P
R
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
で
き
な
い
た
め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
英
語
・
広
東
語
の
字

幕
が
付
い
た「『
啓
翁
桜
』の
紹
介
動
画
」を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
啓
翁
桜
」の
海
外
輸
出
は

2
0
1
4
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。冬
に
咲
く
桜
と
し
て
海
外
で

も
年
々
知
名
度
が
向
上
し
て
い

る
中
、
山
形
県
産
は
そ
の
品
質

の
良
さ
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。輸
出
先
で
は
花
き
販
売

店
で
の
取
り
扱
い
の
他
、
飲
食

店
の
店
内
装
飾
と
し
て
も
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
1
月
12
日
の
ロ
シ
ア

向
け
を
皮
切
り
に
、3
月
末
ま

で
中
国（
香
港
・
マ
カ
オ
を
含

む
）、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
7
地
域
へ
計
8
0
0
0
本
の

出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

輸
出
す
る
啓
翁
桜
の
出
荷
作
業

山
形
県
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
英
語
・
広
東
語
の
字
幕
付
き
の

「
啓
翁
桜
」
紹
介
動
画

し
、
こ
れ
ま
で
会
員
限
定
と
し

て
い
た「
肉
牛
枝
肉
共
励
会
情

報
」を
誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
畜
産

生
産
部
企
画
研
修
会
」の
ペ
ー

ジ
を
新
設
し
、J
A
C
C
ネ
ッ

ト
か
ら
研
修
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
畜
産
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

News!

畜産総合情報サイト「JACCネット」を刷新
スマートフォンなどからでも見やすく 畜産生産部

　
畜
産
生
産
部
は
3
月
1
日
、畜
産
総
合
情
報
サ
イ
ト「
J
ジ
ャ
ッ
ク
A
C
C
ネ
ッ

ト
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。サ
イ
ト
内
の
情
報
整
理
と
操
作
性

の
向
上
を
図
り
、畜
産
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
関
係
者
が
利
用
し
や

す
い
サ
イ
ト
に
刷
新
し
ま
し
た
。

　
J
A
C
C
ネ
ッ
ト
で
は
、
配

合
飼
料
・
海
外
原
料
・
粗
飼

料
・
畜
産
物
・
素も
と
う
し牛
な
ど
の
畜

産
関
連
情
勢
や
、
飼
料
・
資

材
・
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内
な

ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
J
A
C
C

ネ
ッ
ト
は
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
に
対
応
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
か
ら
で
も
見
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
サ
イ
ト
を
な
く

リニューアルしたJACCネットのトップページ

畜産総合情報サイト
「JACCネット」
はこちら

動
画
は

こ
ち
ら
か
ら
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催
し
て
い
ま
す
。共
通
す
る
技
術

や
経
営
研
修
に
加
え
、
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
で
、
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨

で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
就
農
地
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
協
議
会
内
で
農
地

情
報
を
共
有
し
、
高
齢
化
な
ど

で
離
農
さ
れ
る
農
地
や
施
設
を

ＪＡ福山市
（広島県）

概要 令和2年3月31日現在

正組合員数� 2万7558人
准組合員数� 5万6879人
職員数� 1010人
販売品取扱高� 25億1千万円
購買品取扱高� 26億9千万円
貯金残高� 8064億7千万円
長期共済保有高 1兆4312億5千万円
主な農産物　　クワイ、ブドウ、トマト

Ｊ
Ａ
組
織
、行
政
と
連
携
し
担
い
手
育
成

修
了
生
の
20
人
が
新
規
就
農

ど
を
設
立
し
、
生
産
組
織
や
県
、

市
町
、J
A
系
統
組
織
と
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。就
農
相
談
者

に
は
ま
ず
、
会
社
員
と
の
違
い
、

自
身
が
経
営
者
に
な
る
こ
と
、

天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、
就
農
の
イ

メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
ま

す
。そ
の
後
、協
議
会
で
面
接
を

行
い
、
就
農
へ
の
意
欲
と
決
意

を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
自
覚

を
高
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
現
地
指
導
と
座

学
研
修
を
行
い
ま
す
。現
地
指
導

は
、
生
産
組
織
の
長
や
大
規
模

生
産
者
、
座
学
研
修
は
Ｊ
Ａ
や

行
政
が
担
っ
て
い
ま
す
。同
Ｊ
Ａ

で
は
、
次
世
代
人
材
投
資
事
業

の
研
修
機
関
登
録
を
行
い
、
総

合
的
な
研
修
体
制
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
各
生
産
組
織
の
研

修
生
に
よ
る
合
同
研
修
会
を
開

　

同
J
A
で
は
、
約
10
年
前
か

ら
生
産
者
の
高
齢
化
に
伴
う
、

生
産
基
盤
の
弱
体
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
担
い
手
の
育

成
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
の
募
集
は
、
同

J
A
が
担
い
手
育
成
協
議
会
な

継
承
し
て
い
ま
す
。

　
早
期
の
安
定
経
営
を
支
援
す

る
た
め
J
A
独
自
の「
農
業
振

興
支
援
事
業
」を
創
設
し
就
農

か
ら
3
年
間
、農
機
具
や
肥
料
・

農
薬
・
資
材
の
他
、
施
設
へ
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、就

農
後
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
と
し
て
広

島
県
本
部
と
連
携
し
、
課
題
を

聞
き
取
り
改
善
に
向
け
、
営
農

計
画
へ
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
管
内
の
特
産
で

あ
る
、
ク
ワ
イ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ブ
ド
ウ
、
柿
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ト
マ
ト
で
新
規

就
農
者
研
修
を
実
施
し
、
16
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
過
去
3
年

間
で
は
研
修
を
修
了
し
た
20
人

が
産
地
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

す
る
な
ど
、
着
実
な
営
農
振
興

と
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
独
自
に
担
い
手

育
成
協
議
会
を
設
立

新
規
就
農
者
の
経
営
安
定
へ

3
年
間
、資
材・施
設
に
助
成

島根県

広島県

　

Ｊ
Ａ
福
山
市
は
、
冷
涼
な
中

国
山
地
沿
い
か
ら
温
暖
な
瀬
戸

内
海
沿
岸
の
島
し
ょ
部
ま
で
を

エ
リ
ア
と
し
、福
山
市
、府
中
市

（
上
下
町
を
除
く
）、
神
石
高
原

町
で
構
成
さ
れ
る
広
域
Ｊ
Ａ
で

す
。山
と
海
を
擁
す
る
自
然
豊
か

な
気
候
条
件
を
生
か
し
て
、
ク

ワ
イ
や
ブ
ド
ウ
、
ト
マ
ト
な
ど

の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

新規就農へ現地指導。トマト（上）とホウレンソウの圃
（ほ）場で

ブドウの新規就農研修
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JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

西のおいしさこだわりマルシェ

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから美豊卵（M～Lサイズ・40個入り）……2580円（税込み）

　美豊卵は産卵鶏では数％しかいない純国産鶏「もみ
じ」から産まれた卵です。卵は、鶏が食べる餌や飲む水
がそのまま味や品質に反映されます。「もみじ」は、自家
製発酵飼料と独自に処理された飲料水によって健康に
育てられ、濃厚で黄身が大きい卵を産んでくれます。
　「鶏」「水」「餌」にこだわりを持った安心・安全なおい
しい卵を、愛媛県からお届けします。

　3月20日放送のプレゼントは、「京野菜 おためしセッ
ト 6種類程度」です。京野菜は気候・風土に適した、特
異な形や優れた品質を持つ野菜として、1000年以上
昔から伝えられてきました。農家さんが愛情込めて作っ
た新鮮でご家庭でも使いやすい京野菜をお届けしま
す。京都の市場から旬の物を6種類程度詰め合わせ
るので、中身は届いてからのお楽しみ。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプ
レゼントします。                              【広報・調査部】

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは3月20日の放送
でランキング1位の曲が発表される
までです。

JAタウン
ショップ名 JA全農京都

この商品はこちらからご購入いただけます。

びほうらん

「華やかな、春のはじまり。苺フェア」を開催
3月18～31日、直営飲食店舗で提供

栃木県産「とちおとめ」のイチゴパフェ（みのるダイニ
ング札幌店）

　今回のフェアでは高い人気を誇る４ブランド、宮城県産「もういっこ」、栃木県産「と
ちおとめ」、福岡県産「あまおう」、長崎県産「ゆめのか」が登場。店舗ごとにイチゴ
そのもののおいしさを生かしたオリジナルスイーツやドリンクメニューを提供します。
　お近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

　全農は全国の直営飲食店舗７店舗で３月１８日（木）～３１日（水）の間、全国のいち
ご主産県とのコラボレーション企画「華やかな、春のはじまり。苺フェア」を開催し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【フードマーケット事業部】

いちご

【メニュー提供概要】
令和３年３月１８日（木）～年３月３１日（水）

共催：いちご主産県情報交換会

期 間

７店舗実施店舗

●みのるダイニング札幌店（栃木県産とちおとめ）●みのりカフェエスパル仙台店（宮城県

産もういっこ）●グリルみのるエスパル仙台店（宮城県産もういっこ）●みのりカフェ三越銀

座店（福岡県産あまおう）●みのる食堂三越銀座店（長崎県産ゆめのか）●みのりカフェエ

キエ広島店（福岡県産あまおう）●みのりカフェ福岡天神店（福岡県産あまおう）

Ｗｅｂサイトは
こちら

畜
産
総
合
情
報
サ
イ
ト

　
　「Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ネ
ッ
ト
」刷
新（
畜
産
生
産
部
）

山形県産「啓翁桜」を世界へ  2カ国語の動画で魅力ＰＲ
（山形県本部）

ＪＡズームイン（広島:ＪＡ福山市）

3月18～31日 
「華やかな、春のはじまり。苺フェア」
開催（フードマーケット事業部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　西のおいしさこだわりマルシェ

6面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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被災地の「あの時」と「今」（2～5面）

東日本大震災から10年
被災地の「これまで」「今」「未来」
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